8-6-1　ＲＣＣＭ資格制度委員会

1. 主な活動の記録

(1) RCCM資格制度委員会の開催

　　　委員会開催回数：　7回

(2) 適正な資格制度の検討

社会の変化に対応した適切な資格制度の確立を目指して、RCCM資格制度の見直しに着手した。

a) 課題の抽出

　　　RCCM資格制度の内容の整理、技術士等他の制度との比較、アンケートによる実態調査を行った。抽出した課題は以下のとおりである。

① “技術士ものとで”の表現の是正

② 技術士との棲み分け
③ 受験資格である実務経験年数
④ 発注者からの評価の向上
⑤ 制度の普及および広報

b) アンケート調査の実施

　　　RCCM資格者を使用している立場からの意見を聴取するため、会員会社482社を対象にアンケート調査を実施した。336社から回答を得た(回答率70％)。

　　　90％以上の会社がRCCM資格者に対して優遇措置を取っており、95％以上の会社が価値があると認識しているが、発注者からの評価や理解について問題を指摘している。

c) 方策の検討

RCCM資格制度の課題に対して、具体的な方策の検討を始めた。



(3) 登録に係わる審査

　　　　RCCM資格試験の受験要件に疑問のある者1名について、RCCM登録規則第6条により登録の審査を行った。

2. 次年度の活動について

① 現行のRCCM資格制度の課題を抽出に対する改善策を検討するとともに、建設コンサルタント技術者のあるべき資格制度について検討を始める。

② 登録に関して疑義の生じた事案の審査を行う。
（RCCM資格制度委員会委員長　山崎　丈夫）

